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令和２年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業目的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択基準 
地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費 

現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 
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令和２年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ５  事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道２５６号 高富バイパス 

事業実施  

箇    所 
山県市
やまがたし

佐賀
さ が

～山県市
やまがたし

伊佐美
い さ み

 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成８年度 完了予定年度 令和６年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後、５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

一般国道２５６号は、岐阜県岐阜市を起点とし、山県市、中濃及び東濃地域を経由して、長野県飯田

市に至る延長約２４７ｋｍの路線で、第二次緊急輸送道路に指定される重要な路線である。 

当該事業は、このうち岐阜市・山県市境から山県市内の約３．８ｋｍのバイパスを整備するものであ

り、東海環状自動車道「山県IC」へのアクセス向上、渋滞緩和による円滑な交通の確保及び災害時に有

効に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長 Ｌ＝３，８３０ｍ  

車道幅員：３．２５×４車線（山県ＩＣ以南）：３．２５×２車線（山県ＩＣ以北） 

 概 要 図  
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令和２年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ６ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道257号（濃飛横断自動車道（中津川工区）） 

事業実施  

箇    所 
中津川市
な か つ が わ し

駒場
こ ま ば

～中津川市
な か つ が わ し

茄子
な す び

川
がわ

 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２８年度 完了予定年度 令和９年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

濃飛横断自動車道は郡上市を起点とし、中津川市へ至る延長約８０ｋｍの地域高規格道路である。当

該事業はこのうち中津川市駒場から中津川市茄子川の５，０８０ｍのバイパスを整備するものであり、

リニア中央新幹線岐阜県駅へのアクセス向上や地域間の観光交流の促進を目的としている。 

 事業概要  

事業延長 Ｌ＝５，０８０ｍ 

事業幅員：３．２５×２車線（概ね駅より北側）、３．２５×４車線（概ね駅より南側） 

 概 要 図  

 

 

 

-6-



8 19

1
-7-



2

-8-



256

79

91

59

418

77

176

418

256

93

156

157

303 248

72

68

21

-9-



174

79

176

256

79

256

-10-



256

256

256

256

79

176

79

-11-



H

E1

C3

E41

21

256

-12-



-13-



174

79

176

256

79

256

-14-



-15-



前回 今回

(基準年：H27） (基準年：R2）

H8～R10 H8～R6

175.2 223.5

1.2 1.9

176.4 225.4

281.1 309.6

36.2 8.8

8.8 5.3

326.0 323.7

1.8 1.4

令和２年度

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=3,830m、幅員3.25×4車線（山県IC以南）、3.25×2車線(山県IC北部)

■費用対効果分析結果

【道路改築事業】「一般国道２５６号　高富バイパス」

■事業名

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年が前回の平成27年から令和2年に変更になった。
・将来交通量が減少したことにより、山県IC以北の車線数を4車線から2車線に変更して
　いることから事業費は減少したが、社会的割引率が4％に設定されているため、基準年
　次以前の事業費が増加しており、全体費用は増加している。
【便益】
・H30.2に費用便益分析マニュアルが改訂され、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額の計算式が見直された。
・H30.2に新たな将来OD表が国土交通省より配布され、山県IC以北の計画交通量が減少し
　たことから便益が減少した。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国交省道路局　都市局/H30.2
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前回 今回

(基準年：H26） (基準年：R2）

H28～H38 H28～R9

210.0 239.7

3.9 7.2

213.9 246.9

228.0 453.3

40.0 27.1

8.0 2.1

276.0 482.5

1.3 2.0

令和２年度

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=5,080m、幅員3.25×2車線（リニア駅IC以北）、3.25×4車線（リニア駅IC南）

■費用対効果分析結果

【道路改築事業】「一般国道257号（濃飛横断自動車道）　中津川工区」

■事業名

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年が前回の平成２６年から令和２年に変更になった。
・社会的割引率が4％に設定されているため、過去の事業費が増加することとなる。

【便益】
・H30.2に費用便益分析マニュアルが改訂され、時間価値原単位、走行経費原単位、交通
事故損失額算定式が見直された。
・H30.2に新たな将来OD表が国土交通省より配布され、計画交通量が増加したことによ
り、走行時間短縮便益が増加した。
・社会的割引率が4％に設定されているため、将来の便益が前回便益より増加することと
なる。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/H30.2
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